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日
本
再
共
済
生
活
協
同
組

合
連
合
会
（
日
本
再
共
済
連

：
東
京
都
渋
谷
区
、
角
田
修

作
理
事
長
）
は
、
国
内
で
唯

一
の
再
共
済
事
業
専
門
の
生

活
協
同
組
合
だ
。
会
員
（
職

域
や
地
域
の
生
活
協
同
組

合
、
事
業
協
同
組
合
）
に
対

し
て
、
火
災
共
済
・
自
然
災

害
共
済
・
生
命
共
済
な
ど
の

再
共
済
を
提
供
し
て
い
る
。

ス
タ
ー
ト
は
自
動

車
共
済

　
１
９
７
５
年
に
五
つ
の
単

産
共
済
が
自
動
車
共
済
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
「
全
国

単
産
労
働
者
共
済
生
活
協
同

組
合
連
合
会
」
（
単
産
共
済

連
合
会
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト

（
設
立
認
可
日
は
75
年
１
月

13
日
）
。
80
年
に
「
全
国
労

働
者
自
動
車
共
済
生
活
協
同

組
合
連
合
会
」
（
自
動
車
共

済
連
）
と
な
っ
た
が
、
87
年

に
自
動
車
共
済
の
契
約
引
き

受
け
を
中
止
し
、
各
労
働
者

共
済
に
契
約
を
移
行
し
た
。

こ
こ
で
再
共
済
事

業
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
「
全
国

労
働
者
共
済
生
活

協
同
組
合
再
共
済

連
合
会
」
（
全
労

済
再
共
済
連
）
へ

組
織
改
編
を
行

い
、
再
共
済
事
業

団
体
と
な
っ
た
。

　
２
０
０
４
年
に

は
自
動
車
共
済
事

業
（
損
害
調
査
業
務
、
情
報

処
理
な
ど
）
を
全
労
済
に
統

合
し
て
再
共
済
専
門
団
体
と

な
り
、
06
年

に
「
日
本
再

共
済
生
活
協

同
組
合
連
合

会
」
（
日
本

再
共
済
連
）

に
名
称
変
更
。
生
協
の
共
済

だ
け
で
な
く
、
共
済
協
同
組

合
全
体
の
再
共
済
セ
ン
タ
ー

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
11
年
度
は
新
規
受
再
な
ど

に
よ
り
契
約
件
数
は
前
年
度

か
ら
34
万
件
（
１
・
４
％
）

増
加
し
２
５
８
４
万
件
と
な

っ
た
。
再
共
済
金
の
支
払
い

は
５
３
７
億
円
、
そ
の
う

ち
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

自
然
災
害
再
共
済
で
の
支
払

再
共
済
金
は
４
７
６
億
円
と

な
り
、
会
員
の
事
業
の
安
定

に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
な
お
、
再
保
険
に
よ
る

回
収
な
ど
に
よ
り
同
年
度
収

支
に
大
き
な
影
響
は
な
く
、

保
障
資
力
は
増
加
、
支
払
余

力
比
率
も
上
昇
す
る
な
ど
健

全
な
事
業
運
営
を
維
持
し
て

い
る
。

商
品
は
７
種
目
、

61
会
員

　
実
施
し
て
い
る
再
共
済
は

７
種
目
―
①
総
合
（
慶
弔
）

再
共
済
②
火
災
再
共
済
③
自

然
災
害
再
共
済
④
交
通
災
害

再
共
済
⑤
生
命
再
共
済
⑥
自

動
車
再
共
済
⑦
自
賠
責
再
共

済
―
で
、
受
入
掛
金
ベ
ー
ス

で
は
自
然
災
害
再
共
済
、
火

災
再
共
済
で
70
％
以
上
を
占

め
て
い
る
。
特
に
近
年
で

は
、
地
震
リ
ス
ク
の
高
ま
り

や
支
払
余
力
比
率
な
ど
へ
の

対
応
か
ら
、
地
震
保
障
の
出

再
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
き
て
い

る
の
が
特
徴
。

　
今
年
６
月
に
新
た
に
市
民

生
協
１
会
員
が
加
入
し
会
員

数
は
61
会
員
（
12
年
７
月
現

在
）
と
な
っ
た
。
構
成
は
、

地
域
生
協
47
会
員
、
職
域
生

協
８
会
員
、
生
協
連
合
会
２

会
員
、
市
民
生
協
２
会
員
、

事
業
協
同
組
合
２
会
員
。

　
か
つ
て
は
組
織
発
足
の
成

り
立
ち
か
ら
労
働
者
共
済
生

協
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、

生
協
連
合
会
、
市
民
生
協
が

加
入
し
、
近
年
で
は
広
く
共

済
協
同
組
合
の
た
め
の
再
共

済
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
と
い

う
方
針
の
も
と
、
生
協
だ
け

で
な
く
ほ
か
の
協
同
組
合
法

を
根
拠
と
し
た
協
同
組
合
の

加
入
も
進
ん
で
い
る
。

震
災
対
応
、社
会

貢
献
活
動
に
注
力

　
昨
年
度
は
、
東
日
本
大
震

災
へ
の
対
応
を
最
優
先
課
題

と
し
、
会
員
へ
の
確
実
な
再

共
済
金
の
支
払
い
や
再
保
険

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
再
保
険

金
の
回
収
は
組
織
と
し
て
初

め
て
と
な
っ
た
が
、
再
保
険

会
社
へ
の
適
宜
適
切
な
情
報

提
供
な
ど
に
よ
り
着
実
な
回

収
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
再
保
険
契
約
更
改

は
、
震
災
を
受
け
市
場
が
厳

し
い
環
境
と
な
っ
た
が
、
交

渉
の
結
果
１
０
０
％
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー
を
確
保
し
契
約

を
更
改
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
ま
た
、
同
連
合
会
で
は
、

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
「
自

然
環
境
の
再
生
」
を
目
的

に
、
（
公
財
）
オ
イ
ス
カ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
国

内
外
で
の
活
動
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
国
内
活
動
で
は
07

年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
で

「
富
士
山
の
森
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
、
会

員
の
役
職
員
と
共
に
現
地
に

３
６
８
０
本
の
苗
木
を
植
樹

し
た
。
さ
ら
に
、
09
年
度
に

は
３
カ
年
計
画
で
「
海
外
で

の
環
境
保
全

活
動
」
と
し

て
フ
ィ
リ
ピ

ン
ヌ
エ
バ
ビ

ス
カ
ヤ
で
の

植
林
活
動
と

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
す
る
環
境
教
育
に
対
す
る

支
援
を
開
始
。
11
年
度
は
両

取
り
組
み
の
最
終
年
度
と
な

っ
た
が
、
「
富
士
山
の
森
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
植
樹

し
た
エ
リ
ア
の
緑
化
維
持
に

か
か
わ
る
経
費
支
援
を
継
続

（
１
エ
リ
ア
に
つ
き
５
年
間

支
援
）
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
後
の
新
た
な
社
会
貢

献
活
動
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
予
定
だ
。

会
員
・
受
再
の
拡
大
、

会
員
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、関
係
団
体

と
の
連
携
も
強
化

　
現
在
は
、
共
済
協
同
組
合

全
体
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
役
割
を
担
う
再
共
済
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
し
た
中
期
経
営

政
策
（
11
年
度
か
ら
５
年

間
）
に
基
づ
き
、
会
員
の
拡

大
・
受
再
の
拡
大
、
自
然
災

害
リ
ス
ク
分
析
や
役
職
員
の

教
育
事
業
な
ど
の
会
員
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
経
営
基

盤
の
強
化
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か

け
、
３
会
員
か
ら
の
受
再
と

１
会
員
の
新
規
加
入
が
実
現

し
た
。

　
今
年
度
は
、
中
期
経
営
政

策
の
２
年
目
と
し
て
、
東
日

本
大
震
災
へ
の
対
応
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き

目
標
達
成
へ
向
け
、
会
員
・

受
再
の
拡
大
や
安
定
的
な
再

保
険
の
確
保
、
経
営
基
盤
の

強
化
な
ど
の
重
点
課
題
の
取

り
組
み
を
前
進
さ
せ
る
。
ま

た
、
会
員
や
関
係
団
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
「
２
０
１

２
国
際
協
同
組
合
年
」
の
取

り
組
み
な
ど
共
済
協
同
組
合

の
発
展
に
向
け
た
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
角
田
理
事
長
は
「
首
都
直

下
地
震
な
ど
大
規
模
地
震
発

生
の
可
能
性
の
高
ま
り
や
、

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
近

年
の
世
界
的
な
大
規
模
自
然

災
害
の
頻
発
に
よ
り
再
保
険

市
場
の
ハ
ー
ド
化
も
進
行
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
環
境

下
、
今
後
の
大
規
模
災
害
時

に
お
い
て
も
会
員
の
経
営
安

定
に
対
す
る
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
、
さ
ら
に
保
障
資
力

の
充
実
や
再
保
険
の
安
定
的

な
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
リ
ス
ク
管
理
や
業
務
継

続
態
勢
の
整
備
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
経
済
の
低
迷
、
少
子

高
齢
化
の
加
速
な
ど
に
よ
る

契
約
数
、
組
合
員
数
の
減
少

な
ど
、
共
済
団
体
の
事
業
運

営
は
よ
り
厳
し
い
状
況
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
加

え
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
共
済

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
中
、
自
然
災
害
リ

ス
ク
分
析
や
研
究
会
・
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
会
員
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
・
強
化

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
会

員
の
事
業
の
持
続
的
発
展
に

貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、

再
共
済
事
業
を
通
じ
て
共
済

協
同
組
合
間
の
連
携
・
協
同

を
促
進
し
、
共
済
協
同
組
合

の
発
展
に
も
寄
与
し
て
い
き

た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
日
本
共
済
協
会
が
今
年
４
月
に
結
成
20
周
年
を
迎
え
た
。
同
協
会
は
、
共
済
団
体

の
交
流
と
連
携
、
共
済
に
関
す
る
研
究
活
動
な
ど
を
主
体
に
活
動
し
、
会
員
団
体
も

徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。
現
在
の
会
員
は
13
団
体
、
賛
助
会
員
は
１
団
体
。
会
員
団

体
の
歴
史
や
特
徴
、
提
供
し
て
い
る
商
品
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
探
っ
た
。

国
内
で
唯
一
の
再
共
済
専
門
団
体

再
保
険
の
安
定
的
確
保
で
会
員
サ
ポ
ー
ト

角田修作理事長

植樹後の緑化維持支援も継続していく
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